
⒋ベクトル方程式 
⑴直線 

〈1〉

� 

p = a + tb   点

� 

A(a)を通り、

� 

bに平行な直線 
〈2〉

� 

p = t −1( )a + tb   2点

� 

A(a),  B(b)を通る直線 
〈3〉

� 

p = sa + tb   s + t = 1( ) 2点

� 

A(a),  B(b)を通る直線 
※	
 平面ベクトルでの式と同じであることに着目すること。 
※	
 〈1〉を成分表示して媒介変数表示に変えると、空間座標における直線の式

� 

x − x1
a

=
y − y1
b

=
z − z1
c

= t( )が得られる。これは、点

� 

x1,  y1,  z1( )をとおり、ベクトル

� 

a,  b,  c( )に平行な直線である。 
※	
 〈1〉の

� 

bを方向ベクトルという。 
⑵平面 

〈1〉

� 

p − a( ) ⋅ n = 0  点

� 

A(a)を通り、

� 

nに垂直な平面 

※	
 空間座標では、 
〈1〉標準形 

� 

a x − x1( ) + b y − y1( ) + c z − z1( ) = 0 
  点

� 

x1,  y1,  z1( )を通り、ベクトル

� 

a,  b,  c( )に垂直な平面 

〈2〉一般形 

� 

ax + by + cz + d = 0  

※	
 ベクトル方程式を成分表示すると得られる式だから、練習すること。 
⑶球 

〈1〉

� 

p − c = r    中心

� 

C(c)、半径 rの球 

〈2〉

� 

p − a( ) ⋅ p − b( ) = 0   線分 ABを直径とする球 
※	
 平面での円のベクトル方程式と形が同じであることに注意すること。 
※	
 空間座標では、 
〈1〉基本形 

� 

x 2 + y 2 + z2 = r2 中心

� 

O 0, 0( )、半径 r 
〈2〉標準形 

� 

x − a( )2 + y − b( )2 + z − c( )2 = r2  
    中心

� 

a,  b,  c( )、半径 r 
〈3〉一般形 

� 

x 2 + y 2 + z2 + ax + by + cz + d = 0  
※	
 上の〈3〉では、存在条件

� 

a2 + b2 + c 2 − 4d > 0に注意すること。 
 
 


